
夏 草 の 歌 

―  ― 185

一
五 

⒆ 

古
今
和
歌
六
帖
は
、
新
編
国
歌
大
観
二
巻
に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ
に
従
う
。
ま

た
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
以
下
の
古
今
和
歌
六
帖
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。 

⒇ 
夫
木
和
歌
抄
は
、
新
編
国
歌
大
観
二
巻
に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ
に
従
う
。
ま
た
、

特
に
断
ら
な
い
限
り
、
以
下
の
夫
木
和
歌
抄
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。 

 

日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
③
』
（
小
学
館
）
、
一
六
頁
。 

 

貫
之
集
の
引
用
は
、
新
編
国
歌
大
観
三
巻
貫
之
集
に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ
に
従

う
。 
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一
四 

題
の
歌
に
は
、
従
来
は
夏
草
題
で
は
な
か
っ
た
歌
（
三
三
六
五
、
三
三
七
三
、

三
三
七
四
な
ど
）
を
収
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
中
世
的
傾
向
が
看
取
さ
れ
よ
う
。 

 

夏
草
の
歌
は
、
人
麻
呂
の
歌
に
そ
の
表
現
形
式
の
確
立
が
確
認
さ
れ
、
人
麻

呂
継
承
の
跡
が
貫
之
に
あ
る
と
想
像
さ
れ
、
中
世
の
新
し
い
表
現
様
式
の
模
索

を
夫
木
和
歌
抄
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
お
く
の
ほ

そ
道
』
で
の
平
泉
に
お
け
る
「
夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡
」
の
句
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
詩
歌
の
世
界
で
の
夏
草
詠
に
は
夏
草
の
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
と
深
ま
り

と
の
様
相
が
看
取
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
万
葉
集
の
時
代
か
ら
中
世
に
い
た
る

以
上
の
よ
う
な
系
譜
の
果
て
に
獲
得
さ
れ
た
表
現
意
識
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

【
注
】 

⑴ 

古
今
集
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ

に
従
う
。
ま
た
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
以
下
の
古
今
集
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。 

⑵ 

続
後
撰
集
の
引
用
は
、
新
編
国
歌
大
観
一
巻
に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ
に
従
う
。 

⑶ 

用
例
の
検
索
は
、
「
春
草
の
」
「
夏
草
の
」
「
秋
草
の
」
「
冬
草
の
」
と
い
う
表
記
に

限
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

⑷ 

用
例
の
検
索
は
、
枕
詞
の
検
索
と
同
様
に
「
春
草
」（
「
春
草
の
」
を
含
む)

「
夏
草
」

（
「
夏
草
の
」
を
含
む
）
「
秋
草
」
（
「
秋
草
の
」
を
含
む
）
「
冬
草
」
（
「
冬
草
の
」
を

含
む
）
と
い
う
表
記
に
限
定
す
る
も
の
と
す
る
。
「
春
草
」
で
い
う
と
、
「
は
る
草
」

「
春
く
さ
」
「
は
る
く
さ
」
は
省
く
。
「
夏
草
」
「
秋
草
」
「
冬
草
」
に
つ
い
て
も
同
様
。 

⑸ 

古
事
記
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ

に
従
う
。 

⑹ 

万
葉
集
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ

に
従
う
。
ま
た
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
以
下
の
万
葉
集
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。 

⑺ 

人
麻
呂
歌
集
の
引
用
は
、
新
編
国
歌
大
観
三
巻
柿
本
集
に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ

に
従
う
。
ま
た
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
以
下
の
人
麻
呂
歌
集
の
引
用
も
同
様
で
あ

る
。 

⑻ 

渡
瀬
昌
忠
著
『
柿
本
人
麻
呂
研
究 

歌
集
篇
上
』
（
桜
楓
社
、
昭
和
48
）
、
二
四
三

頁
。 

⑼ 

新
古
今
集
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集(

小
学
館)

に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ

に
従
う
。 

⑽ 

新
古
今
集
一
三
七
五
番
の
「
夏
草
の
露
分
衣
着
も
せ
ぬ
に
な
ど
わ
が
袖
の
乾
く
時

な
き
」
の
元
歌
で
あ
る
、
万
葉
集
一
九
九
四
番
（
巻
一
〇
・
作
者
不
詳
）
は
、
柿
本

集
下
七
三
番
、
赤
人
集
二
六
七
番
「
な
つ
く
さ
の
つ
ゆ
わ
け
ご
ろ
も
ま
だ
き
ぬ
に
わ

が
こ
ろ
も
で
は
ひ
る
よ
し
も
な
し
」
（
国
歌
大
観
三
巻
）
、
古
今
和
歌
六
帖
三
二
九
一

番
「
な
つ
ぐ
さ
の
つ
ゆ
わ
け
ご
ろ
も
き
も
せ
ぬ
に
わ
が
こ
ろ
も
で
の
か
わ
く
と
き
な

き
（
第
五
帖
服
飾
・
夏
ご
ろ
も
）
」
（
国
歌
大
観
二
巻
）
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。 

⑾ 

『
契
沖
全
集
第
八
巻
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
48
）
所
収
『
古
今
余
材
抄
』
五
六
、

五
七
頁
。 

⑿ 

目
崎
徳
衛
著
『
紀
貫
之
』
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
20
新
装
第
四
刷
）
に
は
、
七
九

一
番
を
「
作
者
「
雲
林
院
の
み
こ
」
（ 

 

）
の
運
命
と
心
情
と
を
両
つ
な
が
ら
偲
ば

せ
る
」
（
三
一
頁
）
歌
と
あ
り
、
本
来
は
恋
歌
で
は
な
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

 

⒀ 

目
崎
徳
衛
著
『
紀
貫
之
』
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
20
新
装
第
四
刷
）
、
二
一
頁
。 

⒁ 

前
掲
書
、
二
二
頁
。 

⒂ 
前
掲
書
、
二
一
頁
。 

⒃ 
前
掲
書
、
二
一
～
二
二
頁
。 

⒄ 

前
掲
書
、
三
一
頁
。 

⒅ 

前
掲
書
、
三
一
頁
、
八
〇
頁
。 

常
康

親
王
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一
三 

 
 

三
百
六
十
首
中 

 
 
 
 

よ
し
た
だ 

夏
麻
の
下
葉
の
草
の
し
げ
さ
の
み
日
ご
と
に
ま
さ
る
比
に
も
あ
る
か
な 

（
三
三
六
九
） 

 
 

お
な
じ
く 

 
 
 
 

お
な
じ
く 

大
原
や
せ
が
ゐ
の
み
く
さ
か
り
分
け
て
お
り
や
た
た
ま
し
す
ず
み
が
て
ら
に 

（
三
三
七
〇
） 

 
 

お
な
じ
く 

 
 
 
 

お
な
じ
く 

わ
が
せ
こ
が
き
ま
せ
り
つ
る
か
と

（
マ
マ
）

見
ぬ
程
に
庭
の
小
草
も
か
た
ま
よ
ひ
せ
り 

（
三
三
七
一
） 

 
 

家
集
、
夏
恋 

 
 
 
 

俊
頼
朝
臣 

あ
ふ
事
は
な
つ
野
に
茂
る
恋
草
の
刈
り
は
ら
へ
ど
も
お
ひ
結
び
つ
つ 

（
三
三
七
二
） 

 
 

寛
喜
元
年
女
御
入
内
御
屏
風 

 
 
 
 

従
二
位
家
隆
卿 

森
の
陰
ま
だ
ほ
に
出
で
ぬ
夏
草
の
袂
す
ず
し
き
山
の
井
の
水 （

三
三
七
三
） 

 
 

建
保
三
年
名
所
百
首 

 
 
 
 

前
中
納
言
定
家
卿 

ふ
み
し
だ
く
浅
香
の
沼
の
夏
草
に
か
つ
み
だ
れ
て
そ
ふ
忍
ぶ
も
ぢ
ず
り 

（
三
三
七
四
） 

 

夫
木
和
歌
抄
の
分
類
で
は
「
夏
草
」
の
み
歌
題
に
採
ら
れ
て
お
り
、
「
春
草
」

「
秋
草
」
「
冬
草
」
題
の
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
た
と
え
ば
平
安
期
に
成
立
し
た
古
今
和
歌
六
帖
の
第
六
帖
「
草
」
題

（
六
八
題
）
の
最
初
に
「
は
る
の
草
（
春
草
）
」（
七
首
）
、
「
夏
の
草
（
夏
）
」（
一

一
首
）
「
あ
き
の
草
（
秋
）
」
（
六
首
）
、
「
冬
の
草
（
ふ
ゆ
）
」（
四
首
）
と
並
ん
で

い
る
形
態
と
比
較
し
て
み
て
も
、
中
世
的
な
傾
向
と
受
け
取
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

鎌
倉
期
の
定
数
歌
に
お
い
て
も
、
宝
治
百
首
で
は
夫
木
和
歌
抄
と
同
様
に
、

採
ら
れ
て
い
る
の
は
「
夏
草
」
題
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
夏
草
」
題
を

採
る
室
町
期
の
延
文
百
首
、
永
享
百
首
な
ど
に
も
共
通
す
る
現
象
で
あ
る
。
正

徹
千
首
の
場
合
、
「
春
草
」
題
と
「
夏
草
」
題
と
を
採
る
が
、
こ
の
千
首
は
、
か

な
り
の
量
が
家
集
の
草
根
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ

私
家
集
と
み
な
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
夏
草
」
題
を
採
る
歌
合
の
例
で
は
、

時
代
を
遡
っ
て
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
内
裏
歌
合
、
平
安
末
期
の
六
百
番
歌
合

な
ど
で
も
、
採
ら
れ
て
い
る
の
は
「
夏
草
」
題
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
歌
合
や
定
数
歌
に
お
い
て
「
夏
草
」
題
が
定
着

し
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
中
世
に
特
に
顕
著
に
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま

た
、
夏
草
の
歌
の
勅
撰
集
入
集
の
用
例
（
古
今
集
の
二
首
を
始
め
新
葉
集
ま
で

の
五
〇
余
首
）
の
う
ち
、
「
夏
草
の
」
と
い
う
枕
詞
の
表
現
例
と
解
さ
れ
る
も
の

が
二
八
首
―
―
「
繁
」
（
し
げ
れ
る
、
し
げ
み
、
し
げ
き
、
こ
と
し
げ
き
）
一
九

例
、
「
深
し
」
四
例
、
「
野
島
崎
」
二
例
、
「
か
り
」
二
例
、
「
は
は
」
一
例
―
―

と
半
数
を
占
め
て
お
り
、
類
型
化
さ
れ
た
夏
草
の
歌
の
伝
統
が
継
続
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
、
題
詠
の
手
本
と
み
な
さ
れ
た
夫
木
和
歌
抄
の
夏
草
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一
二 

 
 

六
百
番
歌
合 

 
 
 
 

前
中
納
言
定
家
卿 

夏
山
の
草
ば
の
た
け
ぞ
し
ら
れ
ぬ
る
春
み
し
小
松
人
し
ひ
か
ず
は 

（
三
三
五
七
） 

 
 

お
な
じ
く 

 
 
 
 

法
橋
顕
昭 

夏
草
の
野
島
が
崎
の
朝
露
を
分
け
て
ぞ
き
つ
る
萩
が
花
ず
り （

三
三
五
八
） 

 
 

お
な
じ
く 

 
 
 
 

大
蔵
卿
有
家
卿 

夏
き
て
ぞ
野
中
の
庵
は
荒
れ
ま
さ
る
窓
と
ぢ
て
け
り
軒
の
下
草 

（
三
三
五
九
） 

 
 

お
な
じ
く 

 
 
 
 

従
二
位
家
隆
卿 

し
げ
き
野
と
夏
も
成
行
く
ふ
か
草
の
里
は
う
づ
ら
の
な
か
ぬ
ば
か
り
ぞ 

（
三
三
六
〇
） 

 
 

承
久

（
マ
マ
）

四
年
六
月
八
条
入
道
太
政
大
臣
家
歌
合
、
夏
草 
よ
み
人
し
ら
ず 

う
づ
ら
鳴
く
夏
の
の
草
は
お
ひ
に
け
り
あ
さ
ふ
ふ
す
鹿
も
み
え
ぬ
ば
か
り
に 

（
三
三
六
一
） 

此
歌
判
者
顕
季
卿

云
、
左
夏
草
は
く
せ
な
く
み
せ

（
マ
マ
）

給
ふ
れ
ど
、
右
よ
り
、

う
づ
ら
は
秋
な
ん
な
く
、
夏
鳴
か
ぬ
も
の
な
り
と
侍
る
め
れ
ば
、
証
歌

こ
そ
は
い
だ
さ
る
べ
け
れ
ど
、
其
歌
出
で
こ
ず
は
あ
ゆ
ま
れ
る
に
や
と

云
云 

 
 

承
安
三
年
経
正
朝
臣
家
歌
合
、
夏
草 

 
 
 
 

前
参
議
親
隆
卿 

い
ざ
や
こ
ら
朝
露
分
け
て
か
り
ゆ
か
む
を
し
か
臥
す
野
の
夏
の
草
だ
ち 

（
三
三
六
二
） 

 
 

お
な
じ
く 

 
 
 
 

正
三
位
季
能
卿 

草
ふ
か
み
む
し
の
た
れ
ぎ
ぬ
結
び
あ
げ
て
と
ほ
り
わ
づ
ら
ふ
夏
の
旅
人 

（
三
三
六
三
） 

 
 

文
永
三
年
毎
日
一
首
中 

 
 
 
 

民
部
卿
為
家
卿 

 

夏
草
の
露
け
き
中
の
し
も
つ
け
に
む
ろ
の
や
し
ま
の
こ
と
や
と
は
ま
し 

（
三
三
六
四
） 

 
 

貞
応
三
年
四
季
百
題
、
夏
朝 

 
 
 
 

お
な
じ
く 

夏
草
の
夜
の
間
の
露
の
下
葉
ま
で
さ
も
ほ
し
は
つ
る
朝
日
影
か
な 

（
三
三
六
五
） 

 
 

六
帖
題
、
新
六
六 

 
 
 
 

光
俊
朝
臣 

御
馬
草
に
い
く
た
び
か
り
つ
又
ば
え
の
し
の
の
を
す
す
き
ほ
に
出
で
ぬ
間
を 

（
三
三
六
六
） 

 
 

禖
子
内
親
王
家
歌
合
、
夏
草 

 
 
 
 

よ
み
人
し
ら
ず 

夏
草
を
結
ぶ
し
る
し
の
な
か
り
せ
ば
い
か
で
ゆ
か
ま
し
山
里
の
道 

（
三
三
六
七
） 

 
 

宝
治
二
年
百
首 

 
 
 
 

前
中
納
言
定
嗣
卿 

遠
つ
人
な
づ
み
く
る
か
も
み
や
け
ぢ
の
夏
野
の
草
の
茂
り
行
く
こ
ろ 

（
三
三
六
八
） 
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一
一 

 
 
 
 
 

三 

 

中
世
以
降
、
題
詠
の
手
本
と
さ
れ
た
の
は
、
藤
原
長
清
が
撰
定
し
た
夫
木
和

歌
抄
で
あ
る
。
夫
木
和
歌
抄
は
中
世
最
大
の
類
題
集
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
一
万

七
三
八
〇
余
首
を
三
六
巻
五
九
六
題
に
分
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
歌
題
の
構
成

は
、
四
季
一
八
一
題
（
巻
一
～
一
八
）
、
雑
四
一
五
題
（
巻
一
九
～
三
六
）
で
、

雑
の
内
訳
が
、
天
象
・
時
節
・
方
角
（
巻
一
九
）
、
地
儀
（
巻
二
〇
～
二
六
）
、

動
物
（
巻
二
七
）
、
植
物
（
巻
二
八
・
二
九
）
、
居
所
（
巻
三
〇
・
三
一
）
、
雑
物

（
巻
三
二
・
三
三
）
、
神
祇
釈
教
（
巻
三
四
）
、
人
倫
（
巻
三
五
）
、
人
事
（
巻
三

六
）
と
な
っ
て
い
る
。
四
季(

春
・
夏
・
秋
・
冬)

の
歌
題
は
、
次
の
よ
う
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

春 

歳
内
立
春 

朔
日 

元
日
宴 

立
春 

初
春 

子
日 
卯
日 

若
菜 

 

白
馬 

御
斎
会 

賭
射 

鶯
霞 

余
寒 

残
雪 

春
水 

若
草 

春
霜 

梅 

柳 

早
蕨 

春
雨 

稲
荷
詣 

春
日
祭 

遊
糸 

春
駒 

燕 
花 

遅
日 

春
月 

帰
鴈 

春
曙 

野
遊 

春
野 

春
海 

春
雑 

三
月
三
日 

桃
花 

雉 

喚
子
鳥 

雲
雀 

苗
代 

春
田 

蛙 

菫
菜 

杜
若 

款
冬 

藤
花 

躑
躅 

暮
春 

三
月
尽 

 
 

夏 

更
衣 

首
夏 

余
花 

新
樹 

卯
花 

神
祭 

葵 

賀
茂
祭 

早
苗 

 

五
月
五
日 

菖
蒲 

橘 

花
柑
子 

郭
公 

五
月
雨 

照
射 

麦 

牡
丹 

樗 

百
合 

鵜
河 

水
鶏 

蛍 

夏
神
楽 

夏
雑
夏
夜 

夏
月 

紫
陽
草 

夏
草 

夏
野 

蚊
遣
火 

夏
衣 

扇 

瞿
麦 

瓜 

夕
顔 

蓮 

菱 
 

夏
田 

夕
立 

蝉 

茅
蜩 

納
涼 

泉 

氷
室 

夏
鹿 

夏
虫 

晩
夏 

荒
和
祓 

 
 

秋 

立
秋 

初
秋 

残
暑 

七
夕 

萩 

女
郎
花 

薄 

苅
萱 

荻 

蘭 
 

草
香 

秋
花 

槿
花 

秋
野 

鹿 

雁 

秋
田 

稲
妻 

稲
負
鳥 

月 

駒
迎 

霧 

秋
風 

野
分 

秋
雨 

露 

秋
夕 

秋
夜 

秋
雑 

虫 
 

小
鷹
狩 

鶉 

鴫 

擣
衣 

秋
霜 

葛 

菊 

秋
水 

秋
山 

蔦 

柞 

櫨 

檀 

薜 

桐 

紅
葉 

暮
秋 

九
月
尽 

 
 

冬 

初
冬 

時
雨 

落
葉 

残
菊 

神
無
月 

冬
擣
衣 

冬
霧 

枯
野 

霜 

寒
草 

冬
風 

冬
月 

冬
雨 

冬
夜 

衾 

網
代 

冬
雑 

千
鳥 

水
鳥 

氷 

霰 

霙 

雪 

野
行
幸 

鷹
狩 

豊
明
節
会 

賀
茂
臨
時
祭 

神
楽 

冬
梅 

炭
竈 

仏
名 

炉
火 

歳
暮 

 
こ
の
う
ち
の
「
夏
草
」
題
に
は
次
の
一
八
首
が
撰
定
さ
れ
て
い
る
が
、
出
典

の
内
訳
は
、
類
題
集
（
古
今
和
歌
六
帖
）・
一
首
、
歌
合
・
八
首
、
定
数
歌
・
七

首
、
屏
風
歌
・
一
首
、
家
集
（
源
俊
頼 

散
木
奇
歌
集
）
・
一
首
と
な
る
。 

夏
草 
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一
〇 

検
出
さ
れ
る
。 

 
お
く
も
の
は
久
し
き
も
の
を
秋
萩
の
下
葉
の
露
の
程
も
な
き
か
な （

八
五
） 

お
な
じ
え
に
花
は
さ
け
れ
ど
秋
萩
の
下
葉
に
わ
き
て
心
を
ぞ
や
る 

（
一
〇
九
） 

さ
を
し
か
や
い
か
が
い
ひ
け
ん
秋
萩
の
に
ほ
ふ
時
し
も
つ
ま
を
こ
ふ
ら
ん 

（
一
五
五
） 

さ
を
し
か
の
を
の
へ
に
さ
け
る
秋
萩
を
し
が
ら
み
へ
ぬ
る
年
ぞ
し
ら
れ
ぬ 

（
一
八
二
） 

山
と
ほ
き
や
ど
な
ら
な
く
に
秋
萩
を
し
が
ら
む
鹿
の
鳴
き
も
こ
ぬ
か
な 

（
二
六
三
） 

秋
萩
に
み
だ
る
る
玉
は
な
く
鹿
の
声
よ
り
お
つ
る
涙
な
り
け
り （

三
五
四
） 

妻
恋
ふ
る
鹿
の
涙
や
秋
萩
の
下
葉
も
み
づ
る
露
と
な
る
ら
ん 

（
四
一
七
） 

鳴
く
鹿
の
こ
ゑ
を
と
め
つ
つ
秋
萩
の
さ
け
る
を
の
へ
に
我
は
き
に
け
り 

（
四
八
七
） 

さ
を
し
か
の
つ
ま
に
し
が
ら
む
秋
萩
に
お
け
る
白
露
我
も
け
ぬ
べ
し 

（
五
九
八
） 

秋
萩
を
み
つ
つ
け
ふ
こ
そ
く
ら
し
つ
れ
下
葉
は
恋
の
つ
ま
に
ざ
り
け
る 

（
五
九
九
） 

つ
ま
こ
ふ
る
鹿
の
し
が
ら
む
秋
萩
に
お
け
る
白
露
わ
れ
も
け
ぬ
べ
し 

（
六
三
〇
） 

秋
萩
は
下
葉
の
よ
そ
に
み
し
か
ど
も
ひ
と
り
ね
ん
と
は
お
も
は
ざ
り
し
を 

（
六
八
六
） 

秋
萩
の
下
葉
を
み
つ
つ
ゆ
ふ
さ
れ
ば
い
つ
し
か
の
音
に
泣
き
わ
た
る
か
な 

（
六
八
七
） 

秋
萩
の
ち
る
だ
に
を
し
く
あ
か
な
く
に
君
が
う
つ
ろ
ふ
き
く
ぞ
わ
び
し
き 

（
八
六
八
） 

秋
萩
の
下
ば
に
つ
け
て
め
に
近
く
よ
そ
な
る
人
の
心
を
ぞ
み
る （

八
八
四
） 

 

貫
之
に
は
こ
の
よ
う
な
秋
萩
の
歌
が
あ
り
、
そ
の
内
容
に
は
、
二
〇
九
四
番

（
秋
萩
―
鹿
）、
二
〇
九
五
番
（
秋
萩
―
露
）
を
は
じ
め
、
万
葉
集
巻
一
〇
の
秋

萩
の
歌
と
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
は

貫
之
に
み
る
、
平
安
歌
人
の
万
葉
集
へ
の
傾
倒
の
一
例
と
考
え
て
よ
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
貫
之
が
仮
名
序
に
「
秋
萩
」
「
夏
草
」
の
歌
を
あ
げ
た

背
景
に
、
季
節
観
念
の
創
造
者
と
し
て
の
人
麻
呂
の
存
在
が
想
像
さ
れ
る
の
で

あ
る
。 
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九 

な
の
で
あ
る
。『
日
本
古
典
文
学
全
集
万
葉
集
③
』
の
解
説
に
は
、
巻
一
〇
の
歌

に
つ
い
て
、
「
万
葉
の
山
辺
宿
禰
赤
人
と
ほ
と
ん
ど
無
関
係
な
、
中
古
の
『
三
十

六
人
集
』
の
「
赤
人
集
」
に
収
め
ら
れ
た
歌
三
百
五
十
四
首
中
二
百
三
十
二
首

ま
で
が
、
こ
の
万
葉
集
・
巻
十
の
歌
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
「
平
安

朝
歌
人
た
ち
の
万
葉
集
へ
の
傾
倒
が
、
格
別
に
分
り
易
く
か
つ
洗
練
さ
れ
た
歌

の
並
ぶ
こ
の
巻
に
集
中
し
た
証
」
で
あ
る
と
の
考
察
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

し
ら
露
の
お
か
ま
く
を
し
き
秋
は
ぎ
の
を
り
て
み
を
り
て
お
き
や
か
ら
さ

ん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
五
・
万
二
〇
九
九
） 

秋
の
田
の
か
り
ほ
の
や
ど
の
〈
よ
ど
の
〉
に
ほ
ふ
ま
で
さ
け
る
秋
萩
み
れ

ど
あ
か
ぬ
か
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
六
） 

春
さ
れ
ば
か
す
み
が
く
れ
に
み
え
ざ
り
し
秋
は
ぎ
さ
け
り
を
り
て
か
ざ
さ

ん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
八
・
万
二
一
〇
五
） 

玉
ぼ
こ
の
君
が
つ
か
ひ
の
た
を
り
た
る
こ
の
秋
は
ぎ
は
み
れ
ど
あ
か
ぬ
か

も 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
〇
〇
） 

わ
が
や
ど
に
さ
け
る
秋
は
ぎ
つ
ね
な
ら
ば
わ
れ
ま
つ
人
に
み
せ
ま
し
も
の

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
〇
一
・
万
二
一
一
二
） 

我
が
や
ど
に
う
ゑ
お
ほ
し
た
る
秋
萩
を
た
れ
か
し
め
さ
し
わ
れ
に
し
ら
せ

ぬ
〈
ず
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
〇
二
・
万
二
一
一
四
） 

恋
し
く
は
か
た
み
と
せ
ん
と
わ
が
せ
こ
が
う
ゑ
し
秋
は
ぎ
花
さ
き
に
け
り 

 
 
 
 
 

（
一
〇
五
・
万
二
一
一
九
） 

秋
萩
は
か
り
に
あ
は
じ
と
い
へ
れ
ば
か
こ
ゑ
を
た
て
て
は
〈
き
き
て
は
〉

花
咲
き
に
け
り
〈
は
な
ち
り
に
け
り
〉 

 

（
一
〇
六
・
万
二
一
二
六
） 

秋
萩
に
お
け
る
し
ら
露
朝
な
朝
な
玉
と
ぞ
み
ゆ
る
お
け
る
し
ら
露 

（
一
二
〇
・
万
二
一
六
八
） 

あ
き
萩
の
さ
き
け
る
野
べ
の
夕
暮
に
ぬ
れ
つ
つ
き
ま
せ
夜
は
ふ
け
ぬ
と
も 

（
一
四
六
・
万
二
二
五
二
） 

秋
は
ぎ
の
え
だ
も
た
わ
わ
に
お
く
露
の
き
え
も
し
な
ま
し
わ
れ
恋
ひ
つ
つ

あ
ら
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
四
七
・
万
二
二
五
八
） 

秋
萩
に
お
と
す
し
ぐ
れ
の
ふ
る
時
は
人
を
お
き
ゐ
て
こ
ふ
る
よ
ぞ
お
ほ
き 

（
一
四
八
） 

我
が
や
ど
に
さ
け
る
秋
は
ぎ
ち
り
は
て
ば
〈
て
〉
秋
に
も
あ
は
〈
へ
〉
ぬ

身
と
や
な
り
な
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
五
〇
） 

な
に
す
か
と
き
み
を
い
と
は
ん
秋
は
ぎ
の
そ
の
は
つ
花
の
〈
ち
ら
す
し
ら

露
〉
こ
ひ
し
き
も
の
を
〈
お
き
に
け
ら
し
も
〉 （

一
五
二
・
万
二
二
七
三
） 

か
り
が
ね
の
は
つ
声
な
ら
で
さ
き
て
ち
る
や
ど
の
秋
は
ぎ
み
に
こ
わ
が
せ

こ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
五
三
・
万
二
二
七
六
） 

 
古
今
集
七
八
一
番
の
秋
萩
の
歌
は
常
康
親
王
の
詠
で
あ
っ
た
が
、
前
述
の
よ

う
に
親
王
の
入
集
歌
は
こ
れ
一
首
の
み
で
あ
る
。
古
今
集
歌
人
で
秋
萩
の
歌
を

多
く
詠
ん
で
い
る
の
は
実
は
貫
之
で
あ
り
、
貫
之
集
に
は
次
の
よ
う
な
用
例
が



 
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八 

常
康
親
王
同
様
、
仁
明
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
る
―
、
遍
昭
の
子
素
性
―
遍
昭
・

素
性
は
雲
林
院
に
親
王
没
後
住
す
―
、
躬
恒
―
貫
之
の
無
二
の
親
友
―
な
ど
も
、

「
『
古
今
集
』
を
形
作
る
一
つ
の
流
れ⒄

」
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
歌
人
た
ち
に

あ
げ
ら
れ
て
い
る⒅

。 

 

貫
之
が
仮
名
序
に
お
い
て
、
恋
歌
を
代
表
す
る
「
秋
萩
」
「
夏
草
」
の
歌
の
作

者
と
し
て
、
常
康
親
王
と
躬
恒
と
を
選
ん
だ
背
景
に
、
こ
の
「
古
今
集
を
形
作

る
流
れ
」
す
な
わ
ち
「
紀
氏
及
び
紀
氏
と
縁
を
結
ん
で
い
る
作
者
」
へ
の
意
識

が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
常
康
親
王
の
勅
撰
集
入
集
は
、
源
常
と

と
も
に
古
今
集
の
こ
の
一
首
の
み
で
あ
る
事
実
も
、
こ
の
想
像
の
裏
付
け
と
な

る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

貫
之
が
仮
名
序
に
「
秋
萩
」
「
夏
草
」
の
歌
を
あ
げ
た
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
と

し
て
は
、
人
麻
呂
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
貫
之
の
人

麻
呂
へ
の
傾
倒
は
、
仮
名
序
に
記
さ
れ
た
「
人
麿
亡
く
な
り
に
た
れ
ど
、
歌
の

こ
と
と
ど
ま
れ
る
か
な
」
の
一
文
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
万
葉
集
に
お
け
る
夏

草
の
歌
に
は
、
人
麻
呂
に
よ
る
基
本
的
な
表
現
様
式
の
形
成
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
秋
萩
の
歌
に
関
し
て
は
、
人
麻
呂
と
の
関
連
性
は
夏
草
の
歌
ほ
ど

顕
著
で
は
な
い
。
万
葉
集
中
の
「
秋
萩
」
の
用
例
の
内
訳
は
、
「
安
伎
波
疑
」
五

例
、
「
秋
芽
子
」
六
四
例
、
「
秋
芽
」
三
例
、
「
白
芽
子
」
一
例
、
「
冷
芽
子
」
一

例
、
「
秋
茅
［
芽
］
子
」
一
例
、
「
秋
茅
［
芽
］
」
一
例
、
「
秋
芽
子
之
花
」
一
例
、

「
秋
芽
花
」
一
例
、
で
あ
る
が
こ
の
う
ち
に
人
麻
呂
の
作
と
明
示
さ
れ
て
い
る

も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
巻
一
〇
の
二
〇
九
四
・
二
〇

九
五
の
次
の
二
首
の
場
合
、
左
注
に
「
右
の
二
首
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
集

に
出
で
た
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
九
四
番
を
引
く
古
今
和
歌
六
帖
（
第

一
・
天
・
し
ぐ
れ
・
四
九
五
）
、
夫
木
和
歌
抄⒇

（
第
一
二
・
秋
部
三
・
鹿
・
四
五

九
〇
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
左
注
を
受
け
て
と
も
に
作
者
名
を
人
麻
呂
と
し
て

い
る
の
で
、
秋
萩
の
歌
に
人
麻
呂
の
痕
跡
が
全
く
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
。

 

 
 

花
を
詠
む 

さ
雄
鹿
の
心
相
思
ふ
秋
萩
の
し
ぐ
れ
の
降
る
に
散
ら
く
し
惜
し
も 

（
巻
一
〇
・
秋
の
雑
歌
・
二
〇
九
四
） 

夕
さ
れ
ば
野
辺
の
秋
萩
末
若
み
露
に
枯
れ
け
り
秋
待
ち
か
て
に 

（
巻
一
〇
・
秋
の
雑
歌
・
二
〇
九
五
） 

 

現
存
の
人
麻
呂
歌
集
に
は
、
国
歌
大
観
本
の
柿
本
集
、
私
家
集
大
成
本
の
人

麻
呂
集
Ⅰ
・
人
麻
呂
集
Ⅱ
に
も
万
葉
集
の
こ
の
二
首
は
な
い
の
で
、
こ
の
二
首

を
人
麻
呂
作
と
す
る
根
拠
は
万
葉
集
の
左
注
の
み
と
な
る
が
、
後
世
の
古
今
和

歌
六
帖
、
夫
木
和
歌
抄
の
撰
編
者
に
は
人
麻
呂
の
和
歌
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
疑
え
な
い
。 

 
万
葉
集
に
お
け
る
秋
萩
の
歌
と
人
麻
呂
と
の
関
係
性
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ

る
が
、
人
麻
呂
歌
集
に
は
「
秋
萩
」
を
詠
ん
だ
歌
は
十
数
首
存
在
し
て
お
り
、

例
え
ば
国
歌
大
観
本
の
柿
本
集
に
は
、
次
の
一
五
首
を
収
め
る
。
し
か
も
、
こ

の
う
ち
の
一
一
首
は
万
葉
集
巻
一
〇
の
秋
の
雑
歌
、
秋
の
相
聞
の
作
者
不
詳
歌

 
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七 

も
み
ち
葉
は
袖
に
こ
き
い
れ
て
も
て
い
で
な
む
秋
は
限
り
と
見
む
人
の

た
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
巻
五
・
秋
歌
下
・
三
〇
九
・
素
性
）

 
④
「
雪
を
見
る
」
‐
冬 

あ
さ
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野
の
里
に
降
れ
る
白
雪 

（
巻
六
・
冬
歌
・
三
三
二
・
坂
上
是
則
） 

⑤
「
鶴
亀
に
託
し
て
主
君
を
思
う
」
‐
賀 

鶴
亀
も
千
年
の
の
ち
は
知
ら
な
く
に
飽
か
ぬ
心
に
ま
か
せ
は
て
て
む 

（
巻
七
・
賀
歌
・
三
五
五
・
在
原
滋
春
‐
在
原
時
春
か
と
も
） 

⑥
「
人
を
も
祝
う
」
‐
賀 

万
世
を
待
つ
に
ぞ
君
を
い
は
ひ
つ
る
千
年
の
か
げ
に
住
ま
む
と
思
へ
ば 

（
巻
七
・
賀
歌
・
三
五
六
・
素
性
） 

⑦
「
秋
萩
を
見
て
妻
を
恋
う
」
‐
恋 

吹
き
ま
よ
ふ
野
風
を
寒
み
秋
萩
の
移
り
も
ゆ
く
か
人
の
心
の 

（
巻
一
五
・
恋
歌
五
・
七
八
一
・
常
康
親
王⑿

） 

⑧
「
夏
草
を
見
て
妻
を
恋
う
」
‐
恋 

枯
れ
は
て
む
の
ち
を
ば
知
ら
で
夏
草
の
深
く
も
人
の
思
ほ
ゆ
る
か
な 

（
巻
一
四
・
恋
歌
四
・
六
八
六
・
凡
河
内
躬
恒
） 

⑨
「
逢
坂
山
に
至
っ
て
手
向
け
の
神
に
祈
る
」
‐
離
別 

か
つ
越
え
て
別
れ
も
ゆ
く
か
逢
坂
は
人
だ
の
め
な
る
名
に
こ
そ
あ
り
け

れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
巻
八
・
離
別
歌
・
三
九
〇
・
紀
貫
之
）

 

 

貫
之
は
仮
名
序
に
お
い
て
、
部
立
を
象
徴
す
る
歌
と
し
て
こ
の
九
首
を
撰
定

し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
基
本
方
針
に
明
確
な
形
式
上
の
基
準
―
―
た
と
え
ば
、

各
部
立
の
一
番
歌
を
引
く
、
あ
る
い
は
、
選
者
の
歌
に
限
定
す
る
な
ど
―
―
は

見
出
せ
な
い
。
た
だ
し
、
作
者
に
つ
い
て
は
、
親
王
（
嵯
峨
帝
御
子
源
常
、
仁

明
帝
御
子
常
康
親
王
）
、
三
十
六
歌
仙
（
素
性
・
坂
上
是
則
）
、
選
者
（
躬
恒
・

貫
之
）
と
い
う
構
成
意
図
の
ほ
か
、
目
崎
徳
衛
氏
が
『
紀
貫
之
』（
吉
川
弘
文
館
、

平
成
20
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
「
紀
氏
及
び
紀
氏
と
縁
を
結
ん
で
い
る
作
者⒀

」

と
い
う
背
景
が
窺
え
る
。
目
崎
氏
の
見
解
に
従
え
ば
、
「
紀
氏
及
び
紀
氏
と
縁
を

結
ん
で
い
る
作
者
」
は
「
『
古
今
集
』
の
判
明
す
る
作
者
名
の
ほ
ぼ
二
〇
パ
ー
セ

ン
ト
位
に
当⒁

」
り
、
「
『
古
今
集
』
成
立
を
考
え
る
場
合
に
絶
対
に
無
視
で
き
な

い
雄
大
な
一
山
脈
を
形
作
っ
て
い
る⒂

」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
次
の

よ
う
な
作
者
の
名
前
が
並
ぶ⒃

。 

貫
之
・
友
則
・
望
行
・
有
朋
・
有
常
・
静
子
・
有
常
女
・
秋
岑
・
利
貞
・

淑
人
・
淑
望
・
惟
岳
・
紀
乳
母 

常
康
親
王
‐
雲
林
院
の
み
こ
（
そ
の
母
は
紀
静
子
の
姉
種
子
）・
惟
高
親
王

（
そ
の
母
は
静
子
）
・
兼
覧
王
（
異
説
は
あ
る
が
お
そ
ら
く
惟
高
親
王
の

子
）
・
在
原
業
平
（
有
常
女
を
妻
と
し
た
）
・
藤
原
敏
行
（
紀
名
虎
女
を
母

と
し
、
有
常
女
を
妻
と
し
た
ら
し
い
） 

業
平
の
子
棟
梁
・
磁
春 

棟
梁
の
子
元
方 

 

ま
た
、
常
康
親
王
追
慕
の
た
め
に
出
家
し
た
遍
昭
―
仁
明
天
皇
の
子
で
あ
る
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七
六
九
番
「
我
が
背
子
に
我
が
恋
ふ
ら
く
は
夏
草
の
刈
り
除
く
れ
ど
も
生
ひ
及

く
ご
と
し
」
な
ど
の
例
も
、
表
現
の
主
体
は
夏
草
で
は
な
く
、
そ
の
属
性
で
あ

る
「
し
げ
き
」
「
か
り
」
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
「
露

に
寄
す
る
」
と
い
う
詞
書
を
も
つ
一
九
九
四
番
「
夏
草
の
露
別
け
衣
着
け
な
く

に
我
が
衣
手
の
乾
る
時
も
な
き
」
は
、
新
古
今
集⑼

に
「
夏
草
の
露
分
衣
着
も
せ

ぬ
に
な
ど
わ
が
袖
の
乾
く
時
な
き⑽

」
（
巻
一
五
・
恋
歌
五
・
一
三
七
五
）
と
し
て

採
ら
れ
て
い
る
が
、
人
麻
呂
歌
集
の
七
三
番
と
同
形
の
歌
と
み
な
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
詞
書
か
ら
判
断
し
て
も
、
「
露
」
と
い
う
語
へ
の
導
入
表
現
と
解

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
二
七
二
番
「
大
刀
の
後 

鞘
に
入
野
に 

葛
引
く
我

妹 

ま
袖
も
ち 

着
せ
て
む
と
か
も 

夏
草
刈
る
も
」
の
旋
頭
歌
の
場
合
は
、

「
葛
引
く
」
と
「
夏
草
刈
る
」
と
い
う
労
働
の
描
写
が
中
心
で
あ
り
、
こ
の
「
夏

草
」
が
、
夏
草
の
旺
盛
な
生
命
力
、
荒
々
し
さ
へ
の
共
感
と
い
う
実
感
の
あ
る

風
景
で
は
な
い
こ
と
も
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 

二 

 

紀
貫
之
の
古
今
集
仮
名
序
は
、
「
や
ま
と
歌
は
、
人
の
心
を
種
と
し
て
、
よ
ろ

づ
の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
」
と
始
ま
る
和
歌
の
本
質
論
を
冒
頭
に
置
き
、

次
に
和
歌
の
効
用
・
起
源
・
技
法
・
歴
史
に
言
及
す
る
。
次
い
で
勅
撰
和
歌
集

で
あ
る
古
今
集
の
成
立
事
情
に
触
れ
、
醍
醐
天
皇
の
命
に
よ
り
、
延
喜
五
年
四

月
十
八
日
に
、
紀
友
則
、
紀
貫
之
、
凡
河
内
躬
恒
、
壬
生
忠
岑
の
四
人
の
選
者

た
ち
が
、
千
首
二
十
巻
を
古
今
和
歌
集
と
名
づ
け
て
奏
覧
に
供
し
た
と
記
さ
れ

る
。
こ
の
編
集
過
程
の
説
明
に
お
い
て
、
歌
の
内
容
の
分
類
配
列
に
つ
い
て
の

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
部
立
を
示
す
描
写
の
部
分
に
は
①
～
⑨
の
数
字
を

付
す
）
。 

そ
れ
が
な
か
に
、
梅①

を
挿
頭
す
よ
り
は
じ
め
て
、
郭②

公
を
聞
き
、
紅③

葉
を

折
り
、
雪④

を
見
る
に
い
た
る
ま
で
、
ま
た
、
鶴⑤

亀
に
つ
け
て
君
を
思
ひ
、
人⑥

を
も
祝
ひ
、
秋⑦

萩
・
夏⑧

草
を
見
て
つ
ま
を
恋
ひ
、
逢⑨

坂
山
に
い
た
り
て
手

向
を
祈
り
、
あ
る
は
、
春
夏
秋
冬
に
も
入
ら
ぬ
く
さ
ぐ
さ
の
歌
を
な
む
撰

ば
せ
給
ひ
け
る
、
名
づ
け
て
『
古
今
和
歌
集
』
と
い
ふ
。 

 

「
そ
れ
が
な
か
に
」
以
下
の
内
容
に
は
和
歌
の
一
部
の
抜
粋
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
賀
・
恋
・
離
別
・
雑
の
部
立
を
象
徴
す
る
表
現
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
は
、
契
沖
の
『
古
今
余
材
抄⑾

』
を
も
と
に
、
こ
れ
ら

の
表
現
の
古
今
集
中
の
元
歌
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。 

①
「
梅
を
挿
頭
し
と
す
る
」
‐
春 

鶯
の
笠
に
ぬ
ふ
と
い
ふ
梅
の
花
折
り
て
か
ざ
さ
む
老
い
か
く
る
や
と 

（
巻
一
・
春
歌
上
・
三
六
・
源
常
） 

②
「
郭
公
を
聞
く
」
‐
夏 

郭
公
は
つ
こ
ゑ
聞
け
ば
あ
ぢ
き
な
く
主
さ
だ
ま
ら
ぬ
恋
せ
ら
る
は
た 

（
巻
三
・
夏
歌
・
一
四
三
・
素
性
） 

③
「
紅
葉
を
折
る
」
‐
秋 
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五 

携
は
り 

鏡
な
す 

見
れ
ど
飽
か
ず 

望
月
の 

い
や
め
づ
ら
し
み 

思
ほ
し

し 
君
と
時
ど
き 

出
で
ま
し
て 

遊
び
た
ま
ひ
し 

御
食
向
か
ふ 

城
上
の

宮
を 
常
宮
と 

定
め
た
ま
ひ
て 

あ
ぢ
さ
は
ふ 

目
言
も
絶
え
ぬ 

然
れ
か

も
〈
一
に
云
ふ
、
「
そ
こ
を
し
も
」〉 

あ
や
に
哀
し
み 

ぬ
え
鳥
の 

片
恋
づ
ま
〈
一
に

云
ふ
、
「
し
つ
つ
」
〉 
朝
鳥
の
〈
一
に
云
ふ
、「
朝
霧
の
」〉 

通
は
す
君
が 

夏
草
の 

思

ひ
し
な
え
て 

夕
星
の 
か
行
き
か
く
行
き 

大
船
の 

た
ゆ
た
ふ
見
れ
ば 

慰
も
る 

心
も
あ
ら
ず 

そ
こ
故
に 

せ
む
す
べ
知
れ
や 

音
の
み
も 

名
の

み
も
絶
え
ず 

天
地
の 

い
や
遠
長
く 

偲
ひ
行
か
む 

御
名
に
か
か
せ
る 

明
日
香
川 

万
代
ま
で
に 

は
し
き
や
し 
我
が
大
君
の 

形
見
に
こ
こ
を 

（
巻
二
・
一
九
六
） 

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
羈
旅
の
歌
八
首 

玉
藻
刈
る
敏
馬
を
過
ぎ
て
夏
草
の
野
島
の
崎
に
船
近
付
き
ぬ 

 
 

 
 

 

一
本
に
云
は
く
、
「
処
女
を
過
ぎ
て
夏
草
の
野
島
が
崎
に
廬
り
す

我
は
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
巻
三
・
二
五
〇
） 

 

ま
た
、
三
六
〇
六
番
「
玉
藻
刈
る
処
女
を
過
ぎ
て
夏
草
の
野
島
が
崎
に
廬
り

す
我
は
」
は
二
五
〇
番
左
注
の
「
一
本
」
に
あ
た
り
、
二
五
〇
番
の
左
注
に
は

三
六
〇
六
番
と
の
異
同
を
校
訂
し
た
「
処
女
を
過
ぎ
て
夏
草
の
野
島
が
崎
に
廬

り
す
我
は
」
の
用
例
が
あ
り
、
一
三
八
番
は
一
三
一
番
の
異
文
と
解
さ
れ
そ
こ

に
は
一
三
一
番
と
同
じ
く
「
夏
草
の
思
ひ
し
な
え
て
」
の
枕
詞
例
が
用
い
ら
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
人
麻
呂
作
品
の
「
一
本
」
「
或
本
」
と
理
解
さ
れ
る
例

も
含
め
る
と
、
万
葉
集
に
お
け
る
人
麻
呂
の
歌
と
関
連
す
る
「
夏
草
」
の
語
例

は
七
例
を
数
え
、
用
例
の
大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
る
と
、
万

葉
の
夏
草
の
歌
は
、
人
麻
呂
の
和
歌
に
そ
の
様
式
の
確
立
の
一
端
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
麻
呂
歌
集⑺

に
も
次
の
よ
う
な

例
が
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。 

こ
の
ご
ろ
の
恋
の
し
げ
け
ん
夏
草
の
か
り
は
つ
れ
ど
も
お
ひ
し
く
が
ご
と 

（
六
七
） 

夏
草
の
露
わ
け
衣
き
ぬ
も
の
を
な
ど
か
わ
が
袖
か
わ
く
時
な
き
（
七
三
） 

 

人
麻
呂
の
和
歌
に
み
る
「
夏
草
」
の
用
例
は
こ
の
よ
う
に
「
思
ひ
し
な
ゆ
」

「
野
島
崎
」
「
繁
」
「
か
り
」
に
か
か
る
枕
詞
の
性
格
を
も
ち
、
抽
象
化
さ
れ
た

観
念
と
し
て
の
風
景
を
表
現
す
る
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
人
麻
呂
歌
の

夏
の
季
節
表
現
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
渡
瀬
昌
忠
氏
に
よ
る
詳
細
な
論

（
『
柿
本
人
麻
呂
研
究 

歌
集
篇
上
』
）
が
あ
り
、
同
書
の
第
二
章
「
季
節
分
類

の
論
」
に
お
い
て
、
「
人
麻
呂
に
お
け
る
夏
の
季
節
表
現
は
、
明
確
な
四
季
観
念

の
成
立
を
背
景
に
、
中
国
誌
賦
の
暗
示
の
も
と
、
民
間
の
歌
謡
や
生
活
や
を
素

材
と
し
源
泉
と
し
て
、
創
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た⑻

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 
万
葉
集
に
お
け
る
「
夏
草
」
の
語
が
実
景
と
し
て
の
実
体
の
希
薄
性
を
特
色

と
す
る
こ
と
は
、
人
麻
呂
の
和
歌
以
外
の
用
例
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
三
七
五
三
番
（
長
歌
）
「
夏
草
の 

繁
き
は
あ
れ
ど
」
、
一
九
八
四

番
「
こ
の
こ
ろ
の
恋
の
繁
け
く
夏
草
の
刈
り
払
へ
ど
も
生
ひ
及
く
ご
と
し
」
、
二
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夏
草
乃 

 
 

巻
二
・
相
聞
・
一
三
八
（
一
三
一
・
柿
本
人
麻
呂
歌
の
「
或

本
」
） 

 
 
 
 
 
 

巻
二
・
挽
歌
・
一
九
六
・
柿
本
人
麻
呂 

 
 
 
 
 
 

巻
三
・
雑
歌
・
（
二
五
〇
・
柿
本
人
麻
呂
歌
の
「
一
本
」
） 

夏
草
之 

 
 

巻
二
・
相
聞
・
一
三
一
・
柿
本
人
麻
呂 

 
 
 
 
 
 

巻
三
・
雑
歌
・
二
五
〇
・
柿
本
人
麻
呂 

 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
人
麻
呂
の
歌
で
あ
る
と
判
明
し
て
い
る
の
が
、
二
九
番
、

一
三
一
番
、
一
九
六
番
、
二
五
〇
番
の
四
首
で
あ
る
。 

近
江
の
荒
れ
た
る
都
に
過
る
と
き
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌 

玉
だ
す
き 

畝
傍
の
山
の 

橿
原
の 

聖
の
御
代
ゆ
〈
或
は
云
ふ
、
「
宮
ゆ
」
〉 

生

れ
ま
し
し 

神
の
こ
と
ご
と 

つ
が
の
木
の 

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に 

天
の
下 

知
ら
し
め
し
し
を
〈
或
は
云
ふ
、「
め
し
け
る
」〉 

天
に
み
つ 
大
和
を
置
き
て 

あ

を
に
よ
し 

奈
良
山
を
越
え
〈
或
は
云
ふ
、
「
そ
ら
み
つ 

大
和
を
置
き 
あ
を
に
よ
し 

奈

良
山
越
え
て
」
〉 

い
か
さ
ま
に 

思
ほ
し
め
せ
か
〈
或
は
云
ふ
、「
思
ほ
し
け
め
か
」〉 

天

離
る 

鄙
に
は
あ
れ
ど 

石
走
る 

近
江
の
国
の 

楽
浪
の 

大
津
の
宮
に 

天
の
下 

知
ら
し
め
し
け
む 

天
皇
の 

神
の
尊
の 

大
宮
は 

こ
こ
と
聞
け

ど
も 

大
殿
は 

こ
こ
と
言
へ
ど
も 

春
草
の 

繁
く
生
ひ
た
る 

霞
立
ち 

春
日
の
霧
れ
る
〈
或
は
云
ふ
、
「
霞
立
ち 

春
日
か
霧
れ
る 

夏
草
か 

繁
く
な
り
ぬ
る
」〉 

も

も
し
き
の 

大
宮
所 

見
れ
ば
悲
し
も
〈
或
は
云
ふ
、「
見
れ
ば
さ
ぶ
し
も
」
〉 

（
巻
一
・
二
九
） 

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
、
石
見
国
よ
り
妻
を
別
れ
て
上
り
来
る
時
の
歌
二
首
并

せ
て
短
歌 

石
見
の
海 

角
の
浦
廻
を 

浦
な
し
と 

人
こ
そ
見
ら
め 

潟
な
し
と
〈
一
に
云

ふ
、「
磯
な
し
と
」
〉 

人
こ
そ
見
ら
め 

よ
し
ゑ
や
し 

浦
は
な
く
と
も 

よ
し
ゑ

や
し 

潟
は
〈
一
に
云
ふ
、
「
磯
は
」
〉

な
く
と
も 

い
さ
な
と
り 

海
辺
を
さ
し
て 

に
き
た
づ
の 

荒
磯
の
上
に 

か
青
く
生
ふ
る 

玉
藻
沖
つ
藻 

朝
は
ふ
る 

風
こ
そ
寄
せ
め 

夕
は
ふ
る 

波
こ
そ
来
寄
れ 

波
の
む
た 

か
寄
り
か
く
寄

る 

玉
藻
な
す 

寄
り
寝
し
妹
を
〈
一
に
云
ふ
、「
は
し
き
よ
し 

妹
が
手
本
を
」〉

 

露
霜

の 

置
き
て
し
来
れ
ば 

こ
の
道
の 

八
十
隈
ご
と
に 

万
度 

か
へ
り
見
す

れ
ど 

い
や
遠
に 

里
は
離
り
ぬ 

い
や
高
に 

山
も
越
え
来
ぬ 

夏
草
の 

思
ひ
し
な
え
て 

偲
ふ
ら
む 

妹
が
門
見
む 

な
び
け
こ
の
山
（
巻
二
・
一
三
一
） 

明
日
香
皇
女
の
城
上
の
殯
宮
の
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌
一
首

并
せ
て
短
歌 

飛
ぶ
鳥
の 

明
日
香
の
川
の 

上
つ
瀬
に 

石
橋
渡
し
〈
一
に
云
ふ
、
「
石
な
み
」
〉 

下
つ
瀬
に 

打
橋
渡
す 

石
橋
に
〈
一
に
云
ふ
、
「
石
な
み
に
」
〉 

生
ひ
な
び
け
る 

玉
藻
も
ぞ 

絶
ゆ
れ
ば
生
ふ
る 

打
橋
に 

生
ひ
を
を
れ
る 

川
藻
も
ぞ 

枯

る
れ
ば
生
ゆ
る 

な
に
し
か
も 

我
が
大
君
の 

立
た
せ
ば 

玉
藻
の
も
こ
ろ 

臥
や
せ
ば 

川
藻
の
ご
と
く 

な
び
か
ひ
の 

宜
し
き
君
が 

朝
宮
を 

忘
れ

た
ま
ふ
や 
夕
宮
を 

背
き
た
ま
ふ
や 

う
つ
そ
み
と 

思
ひ
し
時
に 

春
へ

に
は 

花
折
り
か
ざ
し 

秋
立
て
ば 

も
み
ち
葉
か
ざ
し 

し
き
た
へ
の 

袖
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三 

夏
草
の
‐
相
寝
の
浜 

野
島
崎 

野
市
の
里 

お
も
ひ
し
な
ゆ 

 

か
り
そ
め 

し
げ
き
お
も
ひ 

し
げ
り 

し
な
ゆ 

ぬ 
 

ぬ
じ
ま 

ぬ
じ
ま
の
さ
き 

ね 

の 

の
し
ま 

は 

は
は 

 

ふ
か
し 

 

春
草
の
‐
し
げ
し 

繁
き
我
恋 

め
づ
ら
し 

い
や
め
づ
ら
し 

秋
草
の
‐
む
す
ぶ 
結
び
し
紐 

冬
草
の
‐
か
れ 

離
れ 
か
れ
に
し 

離
れ
に
し 

 

 

「
繁
」
の
語
は
、
夏
草
、
春
草
の
枕
詞
に
共
通
す
る
が
、「
結
」
は
主
に
秋
草

と
の
関
連
が
深
い
。
草
や
木
の
た
ぐ
い
を
結
ぶ
古
草
結
の
習
俗
は
、
禁
忌
や
誓

約
を
意
味
す
る
ま
じ
な
い
の
一
種
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
秋
草
」
に
限
定
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
枕
詞
の
場
合
は
「
秋
草
の
‐
結
」
の
組
み
合
わ
せ
が

主
流
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「
冬
草
の
」
と
い
う
枕
詞
は
万
葉
集
に
は
み
ら
れ

ず
、
平
安
朝
以
降
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、「
枯
」
の
語
に
続
く
用
例
は
、
勅
撰

集
の
な
か
で
は
古
今
集
の
「
わ
が
待
た
ぬ
年
は
来
ぬ
れ
ど
冬
草
の
か
れ
に
し
人

は
お
と
づ
れ
も
せ
ず
」
（
巻
六
・
冬
歌
・
三
三
八
）
を
は
じ
め
七
例
ほ
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。
記
紀
歌
謡
の
場
合
、
古
事
記⑸

下
巻
允
恭
天
皇
の
項
に
あ
る
軽
大
郎
女

（
衣
通
郎
女
）
の
歌
「
夏
草
の
阿
比
泥
の
浜
の
掻
き
貝
に
足
踏
ま
す
な
明
し
て

通
れ
（
八
六
）
」
に
、
夏
草
の
、
相
寝
の
浜
に
か
か
る
枕
詞
の
用
例
が
み
ら
れ
る

が
、
春
草
、
秋
草
、
冬
草
の
語
の
用
例
は
み
あ
た
ら
な
い
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
春
草
」
「
夏
草
」
「
秋
草
」
「
冬
草
」
に
つ
い
て
は
、

和
歌
で
の
用
例
は
「
夏
草
」
「
春
草
」
が
古
く
「
冬
草
」
の
用
例
は
平
安
時
代
以

後
と
な
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
独
自
の
機
能
や
特
色
が
あ
り
、
特
に
「
夏

草
」
の
歌
は
用
例
数
が
突
出
し
て
多
く
あ
り
、
機
能
も
多
様
化
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
の
実
態
が
確
認
で
き
る
。 

 

本
稿
は
、
和
歌
に
お
け
る
「
夏
草
」
の
語
の
特
性
の
い
く
つ
か
を
、
こ
の
よ

う
な
「
春
草
」
「
秋
草
」
「
冬
草
」
と
の
比
較
を
と
お
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

一 

 

前
述
の
よ
う
に
、
万
葉
集⑹

に
は
「
冬
草
」
を
読
ん
だ
歌
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、

「
春
草
」
五
例
、
「
秋
草
」
二
例
に
対
し
て
、
「
夏
草
」
の
語
の
あ
る
歌
は
、
一

二
首
を
数
え
る
。
そ
の
一
二
例
の
内
訳
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。 

夏
草 

 
 
 

巻
一
・
雑
歌
・
二
九
・
柿
本
人
麻
呂 

 
 
 
 
 
 

巻
七
・
雑
歌
・
旋
頭
歌
・
一
二
七
二 

 
 
 
 
 
 

巻
九
・
雑
歌
・
一
七
五
三
・
大
伴
旅
人
か 

 
 
 
 
 
 

巻
一
〇
・
夏
相
聞
・
一
九
八
四
、
一
九
九
四 

 
 
 
 
 
 

巻
一
一
・
寄
物
陳
思
歌
・
二
七
六
九 

 
 
 
 
 
 

巻
一
三
・
相
聞
歌
・
三
二
九
五 

奈
都
久
佐
能 

巻
一
五
・
三
六
〇
六
（
二
五
〇
・
柿
本
人
麻
呂
歌
の
「
一

本
」
の
歌
） 
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二 

夏
草 

な
つ
く
さ
〖
歌
題
〗
永
久
百
首
題
。
勅
撰
集
で
こ
の
題
明
示
の
歌
は
続
後
撰

集
以
後
七
首
。
初
見
は
天
徳
四
（9

6
0

）
三
月
三
〇
日
内
裏
歌
合
。
歌
合
の
歌

題
に
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
、
歌
材
と
し
て
万
葉
集
に
詠
ま
れ
、
屏
風
絵
の
料
歌

と
な
り
、
古
今
六
帖
の
分
類
項
目
と
も
な
っ
て
い
る
。
夏
に
お
い
茂
る
諸
々
の

草
の
総
称
。
題
意
は
、
夏
草
の
茂
る
様
を
屏
風
歌
風
に
眺
望
し
、
す
さ
ま
じ
い

生
命
力
を
賛
美
し
、
草
の
心
を
憶
測
し
、
述
懐
の
情
を
か
ら
ま
せ
詠
ず
る
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
。
中
世
に
好
ま
れ
た
歌
題
。 

な
つ
く
さ
の
〖
枕
詞
〗
「
思
ひ
し
な
ゆ
」
や
地
名
「
野
島
」
「
阿
比
泥
の
浜
」
に

か
か
る
。
夏
草
が
強
い
日
を
受
け
葉
が
萎
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
た
そ
の
土
地

の
代
表
的
景
物
を
称
辞
的
に
冠
し
た
も
の
。
「
玉
藻
刈
る
処
女
を
過
ぎ
て
奈
都

久
佐
能
野
島
が
崎
に
廬
す
我
は
」
（
万
葉
三
六
〇
六
）
「
は
し
き
や
し
吾
が
妻
の

子
が
夏
草
乃
思
ひ
し
な
え
て
歎
く
ら
む
」
（
万
葉
一
三
八
）
「
那
都
久
佐
能
阿
比

泥
の
浜
の
蠣
貝
に
足
踏
ま
す
な
明
か
し
て
通
れ
」
（
記
・
歌
謡
八
七
）
。
平
安
時

代
以
後
も
「
深
し
」
「
茂
し
」
な
ど
そ
の
属
性
に
よ
っ
て
連
な
る
用
法
が
用
い

ら
れ
、
新
古
今
集
時
代
ま
で
の
現
存
用
例
は
「
か
れ
は
て
ん
後
を
ば
し
ら
で
夏

草
の
ふ
か
く
も
人
を
お
も
ほ
ゆ
る
哉
」
（
古
今
六
八
六
）
な
ど
一
二
例
を
か
ぞ
え

る
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
「
夏
草
」
に
類
す
る
歌
材
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
「
春
草
」

「
秋
草
」
「
冬
草
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
春
草
の
」
「
秋

草
の
」
「
冬
草
の
」
と
い
う
枕
詞
の
用
例
が
検
出
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
用
例

数
に
は
明
ら
か
な
差
異
が
認
め
ら
れ
、
「
夏
草
の
」
と
い
う
枕
詞
の
用
例
数
が
群

を
抜
く
。
国
歌
大
観
収
録
歌
の
う
ち
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枕
詞
の
用
例
数
は
次
の

よ
う
に
な
る⑶

。 

春
草
の
‐
二
〇
首 

 

夏
草
の
‐
四
九
一
首 

 

秋
草
の
‐
一
〇
〇
首 

 

冬
草
の
‐
八
六
首 

 

お
お
よ
そ
の
比
率
は
、
「
春
草
の
」
を
１
と
す
る
と
、
「
夏
草
の
」
約
25
、
「
秋

草
の
」
５
、
「
冬
草
の
」
約
４
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
歌
語
と
し

て
の
「
夏
草
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
「
春
草
」
「
秋
草
」
「
冬
草
」
に
比
す
と
、

そ
の
歌
数
の
多
さ
は
際
立
つ
も
の
で
あ
る
。
国
歌
大
観
収
録
の
和
歌
に
お
け
る

「
春
草
」
「
夏
草
」
「
秋
草
」「
冬
草
」
表
記
に
限
定
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
を

用
い
た
歌
の
概
数
は
次
の
よ
う
に
な
る⑷

が
、「
春
草
」
「
秋
草
」
「
冬
草
」
は
そ
れ

ぞ
れ
二
九
〇
～
三
七
〇
首
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
夏
草
」
の
歌
は
二
〇
〇

〇
首
を
超
え
る
。 

春
草
‐
三
六
八
首 

 

夏
草
‐
二
一
七
一
首 

 

秋
草
‐
二
八
七
首 

 

冬
草
‐
三
一
三
首 

 

枕
詞
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
夏
草
の
」
の
用
例
の
数
に
お
け
る
優
位
性
の
一
因

は
、
か
か
っ
て
い
く
言
葉
の
多
様
性
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
日
本
う
た
こ
と

ば
表
現
辞
典
枕
詞
編
上
・
下
』
（
遊
子
館
、
平
成
19
）
、
『 

 

枕
詞
の
研
究
と

釈
義
』
（
福
井
久
蔵
著
・
有
精
堂
、
昭
和
62
）
に
よ
っ
て
検
証
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
枕
詞
の
か
か
っ
て
ゆ
く
表
現
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

新
訂

増
補
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一 

 
 
 
 
 

は
じ
め
に 

 

歌
集
の
部
立
は
、
四
季
・
恋
・
雑
を
基
本
と
す
る
が
、「
夏
草
」
の
語
を
用
い

た
和
歌
に
は
、
四
季
部
の
夏
歌
で
は
な
く
、
恋
部
や
そ
の
他
の
部
立
に
収
め
ら

れ
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
る
。
た
と
え
ば
、
古
今
集⑴

に
は
、
「
夏
草
」
の
語
例
が

二
例
み
ら
れ
る
が
ど
ち
ら
も
夏
歌
で
は
な
く
、
四
六
二
番
の
「
夏
草
の
う
へ
は

し
げ
れ
る
ぬ
ま
水
の
ゆ
く
か
た
の
な
き
わ
が
心
か
な
」
は
巻
一
〇
・
物
名
（
「
か

た
の
」
）
に
、
六
八
六
番
の
「
か
れ
は
て
む
の
ち
を
ば
し
ら
で
夏
草
の
深
く
も
人

の
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
」
は
巻
一
四
・
恋
部
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
こ
こ
で
の
「
夏
草
」
が
、
実
景
と
し
て
の
景
物
で
は
な
く
、
「
夏
草

の
」
と
い
う
枕
詞
の
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
夏
草
の

歌
は
、
そ
の
多
く
が
、
こ
の
よ
う
な
「
夏
草
の
」
と
い
う
枕
詞
の
用
例
で
占
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。 

 

勅
撰
集
に
お
い
て
「
夏
草
」
が
夏
の
部
立
の
歌
題
と
さ
れ
た
の
は
、
続
後
撰
集⑵

か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
続
後
撰
集
の
夏
部
の
歌
数
は
七
十
首
で
あ
る
が
、
そ
こ

で
の
歌
題
も
し
く
は
歌
材
は
、
季
節
の
推
移
に
従
っ
て
、「
首
夏
」
「
卯
花
」
「
郭

公
」「
早
苗
」
（
「
五
月
郭
公
」
）「
五
月
雨
」
「
夏
夜
」
「
鵜
川
」
「
夏
暁
」
「
夏
草
」

「
蛍
」
「
納
涼
」
「
夏
暮
」
「
六
月
祓
」
と
並
ぶ
。
こ
の
う
ち
の
夏
草
題
の
歌
は
西

園
寺
（
藤
原
）
実
氏
に
よ
る
次
の
一
首
の
み
と
な
る
が
、
こ
の
場
合
も
「
夏
草

の
」
と
い
う
枕
詞
の
用
例
と
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
夏
草 

つ
ゆ
む
す
ぶ
ま
が
き
に
ふ
か
き
夏
草
の
な
に
と
も
な
し
に
こ
と
し
げ
の
身

や 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
巻
四
・
夏
歌
・
二
二
三
） 

 

和
歌
に
お
け
る
「
夏
草
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
歌
材
と
し
て
の

夏
草
、
歌
題
と
し
て
の
夏
草
、
そ
し
て
、
「
夏
草
の
」
と
い
う
枕
詞
と
し
て
の
機

能
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
詳
細
を
、
『
和
歌
大
辞
典
』
（
明
治
書
院
、
昭

和
61
）
の
記
述
に
よ
っ
て
、
概
観
し
て
お
く
。 

 

  
 

 
 

 
 
 

夏 

草 

の 

歌 
 

青 

木 

眞
知
子 

 


